
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して配置されたディスクであって、前記
主信号の記録領域に、
オーディオデータを含む第１の

の再生を制御する情報を含むＡＭＧＩ管理エリアとを配置し
た

ディスクを再生するディスク再生方法であって、
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オーディオパックと、
前記第１のオーディオパック内の前記オーディオデータに関する文字情報とその表示時間
を制御する表示時間制御データ、及びその表示の種類を示すデータを含む文字表示パック
と、
前記第１のオーディオパック

データ構造を有し、
前記第１のオーディオパックと文字表示パックとを含む曲からなる第１のファイル構造（
オーディオ－タイトルセット）が記録され、
さらに、ビデオデータを含むビデオパックと、前記ビデオデータのオーディオデータを含
む第２のオーディオパックと、前記ビデオパックと前記第２のオーディオパックの再生を
制御する情報を含むＶＭＧＩ管理エリアとを配置したデータ構造を有し、前記ビデオパッ
クと第２のオーディオパックとを含むタイトルからなる第２のファイル構造（ビデオ－タ
イトルセット）が記録されると共に、
前記ＡＭＧＩ管理エリアには前記第１のオーディオパックの再生を制御する第１の情報に
加え前記ビデオパックと前記第２のオーディオパックの再生を制御する第２の情報が記録
される



前記ディスクから少なくとも第１の パック及び を再生する再生
と、

前記再生 により再生された からオーディオデータに関する文字情
報をデコードする第１のデコード と、
前記再生 により再生された から表示時間制御データ及び

をデコードする第２のデコード と、
前記第１のデコード によりデコードされた文字情報を前記第２のデコード

によりデコードされた表示時間制御データ及び に基づ
いて表示する と、

、
からなるディスク再生方法。
【請求項２】
補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して配置されたディスク 前記主信号の
記録領域に、
オーディオデータを含む第１の

オーディオ信号の記録再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オーディオ信号の曲名などを示す文字情報その他を記録したディスクからそれ
らの記録した情報を表示するためのディスク再生方法及びオーディオ信号の記録再生方法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、音楽ソースのオーディオ信号の曲名などの文字情報やその他の制御情報を記録した
媒体としてはＣＤ（コンパクト・ディスク）が知られている。従来のＣＤでは、文字情報
を記録する場合、Ｐ、Ｑ、Ｒ、Ｗ、Ｓ、Ｔ、Ｕ、Ｖ、Ｗの８ビットのサブコードの内、Ｒ
からＷまでの６ビットのチャネルを利用して記録している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ＣＤでは音楽ソースの内容を示す文字情報その他がディスク上に散在して
配置されて記録されているので、例えば再生中の音楽ソースに追従してかつ瞬時に変化さ
せながら表示することが困難であり、したがって、再生中の音楽ソース（Ａ）に対して文
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オーディオ 文字表示パック
ステップ

ステップ 文字表示パック
のステップ

ステップ 文字表示パック その表示
の種類を示すデータ のステップ

のステップ のス
テップ その表示の種類を示すデータ

ステップ
前記ディスクから前記ＡＭＧＩ管理エリアの第２の情報に基づき前記ビデオパックと前記
第２のオーディオパックの再生を制御するステップと

の

オーディオパックと、
前記第１のオーディオパック内の前記オーディオデータに関する文字情報とその表示時間
を制御する表示時間制御データ、及びその表示の種類を示すデータを含む文字表示パック
と、
前記第１のオーディオパックの再生を制御する情報を含むＡＭＧＩ管理エリアとを配置し
たデータ構造を有し、
前記第１のオーディオパックと文字表示パックとを含む曲からなる第１のファイル構造（
オーディオ－タイトルセット）を記録し、
さらに、ビデオデータを含むビデオパックと、前記ビデオデータのオーディオデータを含
む第２のオーディオパックと、前記ビデオパックと前記第２のオーディオパックの再生を
制御する情報を含むＶＭＧＩ管理エリアとを配置したデータ構造を有し、前記ビデオパッ
クと第２のオーディオパックとを含むタイトルからなる第２のファイル構造（ビデオ－タ
イトルセット）を記録すると共に、
前記ＡＭＧＩ管理エリアには前記第１のオーディオパックの再生を制御する第１の情報に
加え前記ビデオパックと前記第２のオーディオパックの再生を制御する第２の情報を記録
するステップと、
請求項１に記載の再生方法で再生するステップと、
からなる



字（Ｖ）をＡ－Ｖ効果的に表示することができないという問題点がある。
【０００４】
ところで、ＤＶＤ（デジタル・バーサタイル・ディスク）－ビデオディスクでは、映画な
どの動画の字幕スーパーなどを記録する場合には連続的に配置して記録することが行われ
る。しかしながら、ＤＶＤに対して音楽ソースなどのオーディオデータを主として記録す
るＤＶＤオーディオディスクを考えると、この方法ではオーディオデータの割り当てが減
少するという問題点がある。
【０００５】
本発明は上記の問題点に鑑み、音楽ソースなどのオーディオデータや、その内容を示す文
字情報を記録したディスクからそれらの記録した情報を表示することができるディスク再
生方法及びオーディオ信号の記録再生方法を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記課題を解決するために、以下の手段よりなる。
すなわち、 補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して
配置されたディスクであって、前記主信号の記録領域に、オーディオデータを含む第１の

の再生を制御する情報を含むＡＭ
ＧＩ管理エリアとを配置した

ディスクを再生するディスク再生方法で
あって、前記ディスクから少なくとも第１の パック及び を再生
する再生 と、前記再生 により再生された からオーディオ
データに関する文字情報をデコードする第１のデコード と、前記再生
により再生された から表示時間制御データ及び

をデコードする第２のデコード と、前記第１のデコード によりデ
コードされた文字情報を前記第２のデコード によりデコードされた表示時間制
御データ及び に基づいて表示する と、

、からなるディスク再生方法である。
また、請求項２に係る発明は、補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して配置
されたディスク 前記主信号の記録領域に、オーディオデータを含む第１の
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請求項１に係る発明は、

オーディオパックと、前記第１のオーディオパック内の前記オーディオデータに関する文
字情報とその表示時間を制御する表示時間制御データ、及びその表示の種類を示すデータ
を含む文字表示パックと、前記第１のオーディオパック

データ構造を有し、前記第１のオーディオパックと文字表示
パックとを含む曲からなる第１のファイル構造（オーディオ－タイトルセット）が記録さ
れ、さらに、ビデオデータを含むビデオパックと、前記ビデオデータのオーディオデータ
を含む第２のオーディオパックと、前記ビデオパックと前記第２のオーディオパックの再
生を制御する情報を含むＶＭＧＩ管理エリアとを配置したデータ構造を有し、前記ビデオ
パックと第２のオーディオパックとを含むタイトルからなる第２のファイル構造（ビデオ
－タイトルセット）が記録されると共に、前記ＡＭＧＩ管理エリアには前記第１のオーデ
ィオパックの再生を制御する第１の情報に加え前記ビデオパックと前記第２のオーディオ
パックの再生を制御する第２の情報が記録される

オーディオ 文字表示パック
ステップ ステップ 文字表示パック

のステップ ステップ
文字表示パック その表示の種類を示すデー

タ のステップ のステップ
のステップ

その表示の種類を示すデータ ステップ 前記ディスク
から前記ＡＭＧＩ管理エリアの第２の情報に基づき前記ビデオパックと前記第２のオーデ
ィオパックの再生を制御するステップと

の オーディオパ
ックと、前記第１のオーディオパック内の前記オーディオデータに関する文字情報とその
表示時間を制御する表示時間制御データ、及びその表示の種類を示すデータを含む文字表
示パックと、前記第１のオーディオパックの再生を制御する情報を含むＡＭＧＩ管理エリ
アとを配置したデータ構造を有し、前記第１のオーディオパックと文字表示パックとを含
む曲からなる第１のファイル構造（オーディオ－タイトルセット）を記録し、さらに、ビ
デオデータを含むビデオパックと、前記ビデオデータのオーディオデータを含む第２のオ
ーディオパックと、前記ビデオパックと前記第２のオーディオパックの再生を制御する情
報を含むＶＭＧＩ管理エリアとを配置したデータ構造を有し、前記ビデオパックと第２の
オーディオパックとを含むタイトルからなる第２のファイル構造（ビデオ－タイトルセッ
ト）を記録すると共に、前記ＡＭＧＩ管理エリアには前記第１のオーディオパックの再生
を制御する第１の情報に加え前記ビデオパックと前記第２のオーディオパックの再生を制



オーディオ信号の記録再生方法である。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、図１～図１８を参照して本発明の第１の実施の形態を説明する。図１は本発明に適
用されるオーディオ信号のエンコード装置の一実施形態を示すブロック図、図２は図１の
信号処理回路を詳細に示すブロック図である。なお、各実施の形態では所定規格の例とし
て、ＤＶＤビデオ規格を例としてあげて説明する。
【０００８】
図１において、アナログオーディオ信号ＡはＡ／Ｄコンバータ３１により十分高いサンプ
リング周波数（サンプリング周期Δｔ）、例えば１９２ｋＨｚでサンプリングされて例え
ば２４ビットの高分解能のＰＣＭ信号に変換され、高分解能の曲線αに対応するデータ列
ｘｂ１，ｘ１　，ｘａ１，ｘ２　，ｘｂ２，ｘ３　，ｘａ２，・・・，ｘｂｉ，ｘ２ｉ－
１，ｘａｉ，ｘ２ｉ，・・・
に変換される。このデータ列（ｘｂｉ，ｘ２ｉ－１，ｘａｉ，ｘ２ｉ）は図２に詳しく示
す信号処理回路３２及びメモリ３３によりエンコードされ、次いでＤＶＤフォーマット化
部３４に印加される。
【０００９】
図２を参照して信号処理回路３２の構成を詳しく説明する。まず、１／２の帯域を通過さ
せるローパスフィルタ３６、例えばＦＩＲフィルタにより、高分解能の曲線αに対応する
データ列（ｘｂｉ，ｘ２ｉ－１，ｘａｉ，ｘ２ｉ）から、帯域制限された低分解能の曲線
βに対応するデータ列
ｘｃ１，＊，＊，＊，ｘｃ２，＊，＊，＊，ｘｃ３，＊，＊，＊，・・・，ｘｃｉ，＊，
＊，＊，・・・
を得、次にこのデータ列の内、データ「＊」を間引き回路３７により間引くことによりデ
ータ列
ｘｃ１，ｘｃ２，ｘｃ３，・・・，ｘｃｉ，・・・
を生成する。ここで、データ列ｘｃｉはＡ／Ｄコンバータ３１によりＡ／Ｄ変換されたデ
ジタルデータを帯域制限してサンプリング周波数を１／４に低減したデータ列となってい
る。
【００１０】
また、データ列（ｘｂｉ，ｘ２ｉ－１，ｘａｉ，ｘ２ｉ）の内、データｘｉ　を間引き回
路３８により間引くことによりデータ列
ｘｂ１，ｘａ１，ｘｂ２，ｘａ２，・・・，ｘｂｉ，ｘａｉ，・・・
を生成する。
【００１１】
そして、これらのデータ列ｘｃｉ、ｘｂｉ、ｘａｉに基づいて、差分計算器として作用す
る加算器３９により差分
ｘｂｉ－ｘｃｉ＝Δ１ｉ
ｘａｉ－ｘｃｉ＝Δ２ｉ
を演算する。ここで、差分データΔ１ｉ、Δ２ｉは例えば２４ビット又はそれ以下であり
、また、ビット数は固定でも可変でもよい。
【００１２】
アロケーション回路４０はデータ列ｘｃｉ及び差分データΔ１ｉ、Δ２ｉをユーザデータ
（図４参照）にパッキングし（１パケット＝２０３４バイト）、そのユーザデータをＤＶ
Ｄフォーマット化部３４に出力する。また、１６ビットの場合には高分解能のサンプリン
グ周波数のままのデータ列をユーザデータにパッキングし、そのユーザデータをＤＶＤフ
ォーマット化部３４に出力するようにしてもよい。
【００１３】
また、ビデオ信号ＶはＡ／Ｄ変換器３１Ｖによりデジタル信号に変換され、次いでこのデ
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御する第２の情報を記録するステップと、請求項１に記載の再生方法で再生するステップ
と、からなる



ジタルビデオ信号がＶエンコーダ３２ＶによりＭＰＥＧフォーマットにエンコードされ、
次いで図４に示すユーザデータにパッキングされてＤＶＤフォーマット化部３４に印加さ
れる。そして、ＤＶＤフォーマット化部３４は図３～図１１に示すようなフォーマットに
パッキングする。このＤＶＤフォーマット化部３４によりフォーマット化されたデータは
、変調回路３５によりディスクに応じた変調方式で変調され、この変調データに基づいて
ディスクが製造される。
【００１４】
図３は本発明に適用されるディスクのフォーマットを示す説明図、図４は図３のオーディ
オパックとビデオパックのフォーマットを詳しく示す説明図、図５は図３のコントロール
（ＣＯＮＴ）パックのフォーマットを詳しく示す説明図、図６は図５のＰＣＩデータを詳
しく示す説明図、図７は図５のデータサーチ情報（ＤＳＩ）を詳しく示す説明図、図８は
図３のリアルタイム情報データ（Ｄ）パックのフォーマットを詳しく示す説明図、図９は
図８のオーディオキャラクタディスプレイ（ＡＣＤ）エリアのフォーマットを詳しく示す
説明図、図１０は図９のネームスペース情報により表示される例を示す説明図、図１１は
図３のリアルタイム情報データ（Ｄ）パックの他のフォーマットを詳しく示す説明図であ
る。また、図２１は本発明に係るＤＶＤ－Ａｖｄディスクのデータ構造を説明する図、図
２２は本発明に係るＤＶＤオーディオディスクのデータ構造を説明する図、図２３は従来
のＤＶＤのディスク構造を説明する図である。
【００１５】
また、図１２は本発明に適用されるディスク再生装置の一実施形態としてＤＶＤ再生装置
を示すブロック図、図１３は図１２のＤＶＤ再生装置を機能的に示すブロック図、図１４
及び図１５はＡ－Ｖ－Ｄ同期再生処理を説明するためのフローチャート、図１６は図１２
及び図１３の文字表示回路を詳細に示すブロック図、図１７は図１３のＤＶＤ再生装置の
変形例を示すブロック図、図１８は図１３のＤＶＤ再生装置の他の変形例を示すブロック
図である。
【００１６】
本発明に適用されるディスクのフォーマットは、大別して図３（ａ）に示すＤＶＤ－ビデ
オ部と図３（ｂ）に示すＤＶＤ－オーディオ部により構成されている。ＤＶＤ－ビデオ部
のフォーマットは先頭のビデオマネージャ（ＶＭＧ）と、それに続く複数のビデオタイト
ルセット（ＶＴＳ）の各エリアにより構成され、他方、ＤＶＤ－オーディオ部のフォーマ
ットはこれに対応してオーディオマネージャ（ＡＭＧ）と、ＡＭＧに続く複数のオーディ
オタイトルセット（ＡＴＳ）の各エリアにより構成されている。
【００１７】
ＶＴＳの各々は先頭のＶＴＳインフォメーション（ＶＴＳＩ）と、それに続く１以上のビ
デオコンテンツブロックセット（ＶＣＢＳ）と最後のＶＴＳＩにより構成され、他方、Ａ
ＴＳの各々はこれに対応して先頭のＡＴＳインフォメーション（ＡＴＳＩ）と、それに続
く１以上のオーディオコンテンツブロックセット（ＡＣＢＳ）と最後のＡＴＳＩにより構
成されている。ＡＴＳＩには、ＡＣＢＳ内の各曲の演奏時間が実時間でセットされる。
【００１８】
ＶＣＢＳの各々は複数のＶＣＢにより構成され、他方、ＡＣＢＳの各々は複数のＡＣＢに
より構成されている。ＶＣＢの各々はビデオの１タイトル（Ｔｉｔｌｅ）分であり、ＡＣ
Ｂの各々はこれに対応してオーディオの１アルバム（Ａｌｂｕｍ）分である。ＶＣＢの各
々（１タイトル）は複数のチャプタ（Ｃｈａｐｔｅｒ）により構成され、他方、ＡＣＢの
各々（１アルバム）はこれに対応して複数のトラック（Ｔｒａｃｋ）により構成されてい
る。チャプタはパートオブタイトル（ＰＴＴ）を含み、トラックはパートオブタイトル（
ＰＴＴ）を含む。
【００１９】
チャプタの各々は複数のセル（ＣＥＬＬ）により構成され、他方、トラックの各々はこれ
に対応して複数のインデックスにより構成されている。セルの各々は複数のＶＣＢユニッ
ト（ＶＣＢＵ）により構成され、他方、インデックス（Ｉｎｄｅｘ）の各々はこれに対応
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して複数の仮想ＡＣＢ（ＡＣＢ）により構成されている。ＶＣＢユニットとＡＣＢの各々
は、複数のパックにより構成され、１パックは２０４８バイトで構成されている。
【００２０】
ＶＣＢユニットの各々は、コントロールパック（以下、ＣＯＮＴパック）を先頭として、
０．４～１．０秒分の任意の数のビデオ（Ｖ）パック、オーディオ（Ａ）パック及びサブ
ピクチャ（ＳＰ）パックにより構成されている。他方、ＡＣＢの各々は、任意の数のＡパ
ックと１．０秒以上の間隔のリアルタイム情報データ（Ｄ）パックにより構成されている
。すなわち、ＡＣＢは仮想の単位であり、実際には境界を示すパックはない。
【００２１】
ＣＯＮＴパックには図５～図７に詳しく示すように、後続のＶパックなどを制御する情報
が配置される。また、図４に示すようにＡパックにはオーディオデータが配置され、Ｖパ
ックにはビデオデータの他、オーディオデータ以外の例えばクローズドキャプション（Ｃ
Ｃ）データが配置される。また、図８に示すようにＤパックには、Ａパック内のオーディ
オデータに関する文字情報とその表示時間が配置される。
【００２２】
隣接するＡパックＡ１、Ａ２は、オーディオ信号がお互いに関連するように配置され、例
えばステレオの場合にはＬチャネルパックとＲチャネルパックが隣接して配置される。ま
た、５／６／８チャネルのマルチチャネルの場合にも同様に隣接して配置される。また、
オーディオ信号の再生時に文字を表示する場合にはそのＡパックとＤパックが隣接して配
置され、更にオーディオ信号の再生時に映像を表示する場合にはそのＶパック（静止画）
とＡパックが隣接して配置される。
【００２３】
Ａパック、Ｖパック及びＤパックは、図４に示すように２０３４バイトのユーザデータ（
Ａデータ、Ｖデータ）に対して４バイトのパックスタート情報と、６バイトのＳＣＲ（Ｓ
ｙｓｔｅｍ　Ｃｌｏｃｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ：システム時刻基準参照値）情報と、３バ
イトのＭｕｘ　ｒａｔｅ情報と１バイトのスタッフィングの合計１４バイトのパックヘッ
ダが付加されて構成されている（１パック＝合計２０４８バイト）。この場合、タイムス
タンプであるＳＣＲ情報を、ＡＣＢユニット内の先頭パックでは「１」として同一アルバ
ム内で連続とすることにより同一アルバム内のＡパックの時間を管理することができる。
【００２４】
次に図５～図７を参照してＣＯＮＴパックの構成について詳しく説明する。このＣＯＮＴ
パックはＤＶＤビデオ規格ではナビゲーション・パック、通称ナビ（ＮＶ）パックと呼ば
れており、１４バイトのパックヘッダと、２４バイトのシステムヘッダと、ＰＣＩ（プレ
ゼンテーション・コントロール・インフォメーション）パケットとＤＳＩ（データ・サー
チ・インフォメーション）パケットにより構成されている。ＰＣＩは再生制御情報と呼ば
れており、このＰＣＩパケットは６バイトのパケットヘッダと、１バイトのサブストリー
ムＩＤと図６に詳しく示すような９７９バイトのＰＣＩデータにより構成され（合計９８
６バイト）、また、ＤＳＩパケットは６バイトのパケットヘッダと、１バイトのサブスト
リームＩＤと図７に詳しく示すな１０１７バイトのＤＳＩデータにより構成されている（
合計１０２４バイト）。
【００２５】
ＰＣＩデータはＶＯＢＵの再生を制御するナビゲーション・データであり、図６に詳しく
示すように６０バイトのＰＣＩ一般情報（ＰＣＩ　ＧＩ）と、３６バイトの非シームレス
用アングル情報（ＮＳＭＬ　ＡＧＬＩ）と、６９４バイトのハイライト情報（ＨＬＩ）と
１８９バイトの記録情報（ＲＥＣＩ）の４つの情報により構成されている。ここで、図３
（ａ）におけるＶＣＢＵは、ＤＶＤビデオ規格におけるＶＯＢＵと同一である。
【００２６】
図５に示したデータサーチ情報（ＤＳＩ）はデータをサーチして、ＶＯＢＵのシームレス
再生を実行するためのナビゲーションデータであり、図７に詳しく示すように
・３２バイトのＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ　ＧＩ）と、
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・１４８バイトのシームレス再生情報（ＳＭＬ　ＰＢＩ）と、
・５４バイトのシームレス用アングル情報（ＳＭＬ　ＡＧＬＩ）と、
・１６８バイトのＶＯＢＵサーチ情報（ＶＯＢＵ　ＳＲＩ）と、
・１４４バイトの同期情報（ＳＹＮＣＩ）と、
・４７１バイトの保留エリアの合計１０１７バイトにより構成されている。
【００２７】
これに対し、Ｄパックは図８に示すように、１４バイトのパックヘッダと、２４バイトの
システムヘッダと、１００３バイトのＡＣＤ（オーディオキャラクタリアルタイム情報デ
ータ）パケットと、１００７バイトのＳＥＣ（サウンドエフェクトコントロール）パケッ
トにより構成されている。ＡＣＤパケットは６バイトのパケットヘッダと、１バイトのサ
ブストリームＩＤと、図９に詳しく示すような６７６バイトのＡＣＤ（オーディオキャラ
クタディスプレイ）情報と、２９４バイトのオーディオ再生制御情報＋２６バイトの保留
エリアの合計３２０バイトにより構成されている。ＳＥＣパケットは同じく６バイトのパ
ケットヘッダ及び１バイトのサブストリームＩＤと、図１１に詳しく示すような１０００
バイトのＳＥＣ（サウンドエフェクトコントロール情報）データにより構成されている。
【００２８】
ここで、図９（Ａ）及び図１１（Ａ）は第１の例を示し、図９（Ｂ）及び図１１（Ｂ）は
第２の例を示している。第１の例における６７６バイトのＡＣＤ情報エリアは、図９（Ａ
）に詳しく示すように４８バイトのジェネラル情報エリアと、各々２９４バイトの文字「
１」、「２」の情報エリアと、１６バイトの表示時間制御データエリアと２４バイトの保
留エリアにより構成されている。
【００２９】
文字「１」、「２」の各情報エリアは９３バイトのネームスペースエリアと、各々９３バ
イトの２つのフリースペースエリアと１５バイトのデータポインタエリアにより構成され
ている。ネームスペースエリアには例えば図１０に示すような楽曲名を表示するために３
１バイトの１／４角のヘッダ用文字データと、６２バイトの全角、半角の本文用文字デー
タが配置される。１６バイトの表示時間制御データエリアには、文字の表示開始時間と終
了時間としてＡパックのアドレス（タイミング時間）が共に８バイトで配置される。
【００３０】
４８バイトのジェネラル情報は、例えば１６バイトのサービスレベル情報と、１２バイト
の言語コード情報と、６バイトの文字セットコード情報と、６バイトの表示アイテム情報
と、２バイトの「前のＡＣＤ情報との相違」情報と、６バイトの保留情報により構成され
る。１６バイトのサービスレベル情報は、表示サイズ、表示の種類、オーディオ／ビデオ
／ＳＰの区別、ストリームなどを示し、また、文字はマンダトリー、ビットマップはオプ
ションである。６バイトの文字セットコード情報はビデオファイルと同様に文字「１」「
２」の言語をそれぞれ２バイトで示し、１ファイル中最大８言語分を示す。英語はマンダ
トリーである。
【００３１】
６バイトの文字セットコード情報は、言語コードに対応した文字コードを最大１５個持つ
ことが可能であり、文字「１」「２」の言語の有無と種類を１バイトで示す。コード例を
以下に示す。
１．ＩＳＯ６４６
２．ＩＳＯ８８５９－１
３．ＭＳ－ＪＩＳ
６バイトの表示アイテム情報は、図９に示すフリースペース「１」「２」、データポイン
タの有無、ＩＤを示す。ネームスペースはマンダトリーであり、アルバムネーム、ミュー
ジックネーム、アーティストネームは必ず記述する。
【００３２】
図８に示す１０００バイトのＳＥＣ（サウンドエフェクトコントロール）データの内容は
任意であり、例えば各々２５バイトの４０種類分のサウンドエフェクトコントロール情報
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により構成される。１種類分のオーディオ再生制御情報エリアには２０バイトのグラフィ
ックイコライザ情報と、３バイトのレベルバランス情報と２バイトの残響付加情報が配置
され、この情報はユーザにより選択されてオーディオ信号の音質が制御される。これらの
オーディオ再生制御情報は、Ａパックに配置されている楽曲をユーザが再生する場合に例
えばその楽曲のジャンル（クラシック、ジャズ、ロック、ＢＧＭ）に応じて、また、同一
ジャンルであってもその楽曲の演奏状態、録音状態、雰囲気などに応じて再生時の音質が
最も良くなるようにいわゆるプロのミキサが推奨するデータである。
【００３３】
ＡＣＤとＳＥＣは同じパックに記録する代わりに、別々のパックに分離して記録するよう
にしてもよい。すなわち、第１の実施形態の第２の例として、図１１（Ａ）に示すように
ＡＣＤのみのパケットを有するパックと、図１１（Ｂ）に示すようにＳＥＣのみのパケッ
トを有するパックを設けてもよい。この場合、パケットの長さは、２０１０バイトの範囲
で自由に設定される。パケットヘッダはＡＣＢの最初のものであるには１７バイトであり
、それ以外のものであるには１４バイトである。プライベートヘッダはサブストリームＩ
Ｄ（１バイト）、パック種類ＩＤであるＲＴＩ－ＩＮＦＯフラグ（１バイト）など含む最
大１２バイトで構成される。リアルタイム情報（１９７９バイト）は、パック種類ＩＤで
あるＲＴＩ－ＩＮＦＯフラグが「００００ｂ」の場合にＡＣＤが記録され、「０００１ｂ
」の場合にＳＥＣが記録される。
【００３４】
以上のパックにより、図２１、図２２に示すような本発明に適用されるデータ構造のディ
スクが構成される。ところで、図２３に示すようにＤＶＤビデオディスクのデータフォー
マットはビデオタイトルセット（ＶＴＳ）のみを含み、また、図２２に示すようにＤＶＤ
オーディオディスクのデータフォーマットはオーディオタイトルセット（ＡＴＳ）のみを
含む。そして、図２１に示すディスクはＤＶＤ－Ａｖｄ（オーディオ－ＡＶデータ）ディ
スクと呼ばれ、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）とオーディオタイトルセット（ＡＴＳ）
の両方を含む。また、このＡＴＳはオーディオマネージャ（ＡＭＧ）と複数のＡＴＳ＜１
＞、ＡＴＳ＜２＞を含む。
【００３５】
したがって、図２２に示すフォーマットによれば、オーディオデータを有するオーディオ
専用のタイトルに対して、オーディオデータを含む第１のパックと、前記第１のパック内
の前記オーディオデータに関するサウンド制御情報とその適用時間を制御する適用時間制
御データを含む第２のパックと、前記第１のパックの再生を管理する情報を含むＡＭＧＩ
管理エリアとを配置したデータ構造を有するＤＶＤオーディオディスクが実現される。
【００３６】
また、図２１に示すフォーマットによれば、オーディオデータを有するオーディオ専用の
タイトルに対して、オーディオデータを含む第１のパックと、前記第１のパック内の前記
オーディオデータに関するサウンド制御情報とその適用時間を制御する適用時間制御デー
タを含む第２のパックと、前記第１のパックの再生を管理する情報を含むＡＭＧＩ管理エ
リアとを配置するとともに、前記オーディオデータ及びビデオデータを有するタイトルに
対して、オーディオデータを含む第１のパックと、ビデオデータを含む第３のパックと、
前記第１、第３のパックの再生を制御する情報を含むＤＶＤビデオ規格のナビゲーション
パックと、前記第１、第３のパックの再生を管理する情報を含むＶＭＧＩ管理エリアを配
置したデータ構造を有するＤＶＤ－Ａｖｄディスクが実現される。
【００３７】
次に図２４を参照して上記の３種類のディスクを再生する方法について説明する。方法▲
４▼によれば、オーディオ専用のタイトルである図２１のＡＴＳ＜２＞と、図２２のＡＴ
Ｓ＜１＞及びＡＴＳ＜２＞は、ＡＭＧＩによりＡＴＳＩを介してＡＣＢＳにアクセスする
ことにより再生することができる。なお、方法▲１▼、▲２▼、▲３▼はビデオタイトル
をアクセスする際にＡＭＧＩを用いることを示している。したがって、本発明の上記の２
種類のオーディオディスクは、ＤＶＤのファミリーとしてＤＶＤと互換性を保って再生す
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ることができる。
【００３８】
次に、図１２を参照して本発明に適用されるＤＶＤ再生装置について説明する。ディスク
１には、上記構造のデータがＥＦＭ変調されてピットの形式で記録されている。操作部１
８やリモコン装置１９により曲目選択、再生、早送り、停止操作などが行われると、制御
部２３はその操作に応じてドライブ装置２と再生装置１７を制御し、再生時にはディスク
１に記録されたピットデータがドライブ装置２により読み取られた後、ＥＦＭ復調される
。
【００３９】
再生装置１７では、この信号がＣＯＮＴパック検出部３と、Ａパック及びＤパック検出部
９に送られる。ＣＯＮＴパック検出部３はこの再生データ中のＣＯＮＴパックを検出して
制御パラメータをパラメータ部８、１４に設定するとともに、ＣＯＮＴパックにより制御
されるＶパックをＶパックバッファ４に順次書き込む。Ｖパックバッファ４に書き込まれ
たＶパック内のユーザデータ（ビデオ信号、サブピクチャ情報）は、バッファ取り出し部
５によりＶパック内のＳＣＲ（図４参照）に基づいてパック順に、また、ＣＯＮＴパック
内のＰＴＳに基づいて出力時刻順に取り出され、次いで画像変換部６、Ｄ／Ａ変換部７、
ビデオ出力端子１５、１５’を介してアナログビデオ信号として出力される。これらのブ
ロック３～８はビデオ処理部１７Ｖを構成し、このビデオ処理部１７Ｖは制御部２３の制
御に基づいて内部電源スイッチ制御部３０が電源スイッチＳＷをオンにしている場合に動
作する。
【００４０】
また、Ａパック及びＤパック検出部９は、再生データ中のＡパックとＤパックを検出して
Ａ及びＤパックバッファ１０に順次書き込む。Ａ及びＤパックバッファ１０に書き込まれ
たＡパック内のユーザデータ（オーディオ信号）は、取り出し部１１によりＳＣＲに基づ
いてパック順に、また、ＴＯＣ情報内のオーディオサーチデータなどに基づいて指示され
たパックから順に取り出され、次いでＰＣＭ変換部１２、Ｄ／Ａ変換部１３、オーディオ
出力端子１６を介してアナログオーディオ信号として出力される。
【００４１】
また、Ｄパック中の表示用データ（図８、図９に示すオーディオキャラクタディスプレイ
情報ＡＣＤ）は表示信号生成部２０に送られて表示信号が生成され、この表示信号は表示
信号出力端子２２を介して出力されたり、内蔵の文字表示部２１に出力される。
【００４２】
図１３は図１２に示す構成を機能的に示すブロック図である。再生手段２は図１２に示す
ドライブ装置２に対応し、再生信号処理分離手段Ａ・Ｄ（９、１０、１１、１４）はＡパ
ック及びＤパック検出部９、Ａ及びＤパックバッファ１０、取り出し部１１及びパラメー
タ部１４に対応し、オーディオ信号出力手段（１２、１３）はＰＣＭ変換部１２及びＤ／
Ａ変換部１３に対応している。また、文字情報出力手段２０は表示信号生成部２０に対応
し、表示手段２１は文字表示部２１に対応している。また、再生信号処理分離手段Ｖ（３
、４、５、８）はＣＯＮＴパック検出部３、Ｖパックバッファ４、取り出し部５及びパラ
メータ部８に対応し、ビデオ信号出力手段及びサブピクチャ情報手段（６、７）は画像変
換部６及びＤ／Ａ変換部７に対応している。制御手段２３は制御部２３に対応している。
【００４３】
図１３において、制御手段２３は操作部１８やリモコン装置１９から目的の楽曲を再生す
るためのコマンド信号が送られてくると、その再生コマンドに応じたアドレス制御情報信
号を再生手段２に送ることによりディスク１から目的の楽曲を再生する。再生信号処理分
離手段Ａ・Ｄは再生データをオーディオ信号と文字情報に分離してオーディオ信号をオー
ディオ信号出力手段（１２、１３）に送り、文字情報を文字情報出力手段２０に送る。再
生信号処理分離手段Ｖは再生データをＣＯＮＴ情報とビデオ信号及びサブピクチャ情報に
分離してＣＯＮＴ情報を制御手段２３に送り、ビデオ信号とサブピクチャ情報をそれぞれ
ビデオ信号手段とサブピクチャ情報手段（６、７）に送る。
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【００４４】
また、ＡＭＧＩ（オーディオマネージャインフォメーション）や、ＡＴＳＩ（オーディオ
タイトルセットインフォメーション）の所定エリアに対してＴＯＣ情報を追加して記録し
（ＴＯＣ情報はＤＶＤオーディオではＳＡＰＰと呼ばれることもある）、再生装置がこの
ＴＯＣ情報にアクセスしてＴＯＣ情報記憶部１４Ａを構成するメモリに記憶して曲の頭出
しを行うことができる。このＴＯＣ情報としては、ＣＤのリードインエリアに記録されて
いるものを用いることができる。
【００４５】
そして、このＴＯＣ情報は再生開始時に読み取られてＴＯＣ情報記憶部１４Ａに記憶され
、曲又は楽章の頭出し再生が指定されると、このＴＯＣ情報記憶部１４Ａを参照してディ
スク１にアクセスする。なお、このＴＯＣ情報はまた、図１３に示すようにディスク１の
最内周部のリードインエリア（図示ＴＯＣ領域１ａ）に追加して記録し、再生開始時には
ＴＯＣ検出手段２４がこのＴＯＣ領域１ａを独立してアクセスしてＴＯＣ情報記憶部１４
Ａに記憶するようにしてもよい。
【００４６】
次に、図１４、図１５を参照してＴＯＣ情報やサーチ情報などの再生制御情報を用いたＡ
－Ｖ－Ｄ同期再生処理を説明する。図１４において例えば曲又は楽章の頭出し再生が指定
されると、その指定位置に対応するＴＯＣ情報を参照し（ステップＳ１）、次いでそのＴ
ＯＣ情報に基づいてセルとインデックスの場所を計算する（ステップＳ２）。次いでその
場所をサーチし（ステップＳ３）、確認すると図１５に詳しく示すようなＡパック、Ｖパ
ック及びＤパックの同期再生を行う（ステップＳ４→Ｓ５）。
【００４７】
図１５において、ＣＯＮＴパックを再生し（ステップＳ１１）、次いでＡパックとＶパッ
ク内の時刻情報が同一時刻か否かをチェックする（ステップＳ１３）。そして、同一時刻
でない場合にはＣＯＮＴパックを±１パック分だけ調整し（ステップＳ１４）、次いでス
テップＳ１１に戻ってそのＣＯＮＴパックを再生する。
【００４８】
ステップＳ１３においてＡパックとＶパック内の時刻情報が同一の場合に、Ａパック又は
Ｄパックを再生すると共にＡパックアドレス又はＤパックアドレス（ＳＣＲ情報）を１つ
インクリメントし（ステップＳ１５）、次いでそのＣＯＮＴパックにより制御されるＶパ
ックを再生すると共にＶパックアドレス（ＳＣＲ情報）を１つインクリメントする（ステ
ップＳ１６）。次いでそのＡパック又はＤパックの再生が終了したか否かをチェックし（
ステップＳ１７）、終了していない場合にはステップＳ１８に進み、他方、終了した場合
にはステップＳ２０に進む。
【００４９】
ステップＳ１８ではそのＶパックの再生が終了したか否かをチェックし、終了していない
場合にはステップＳ１３に戻り、他方、終了した場合にはステップＳ１９に進む。ステッ
プＳ１９ではそのＣＯＮＴパックにより制御される次のＶパックを再生すると共にＶパッ
クアドレスを１つインクリメントし、ステップＳ１３に戻る。ステップＳ２０では次のＡ
パック又はＤパックを再生すると共にＡパックアドレス又はＤパックアドレスを１つイン
クリメントし、次いでＶパックの再生が終了したか否かをチェックし（ステップＳ２１）
、終了していない場合にはステップＳ１６に戻り、他方、終了した場合にはステップＳ２
３に進む。
【００５０】
ステップＳ２３ではそのＣＯＮＴパックにより制御される次のＶパックを再生すると共に
Ｖパックアドレスを１つインクリメントし、次いでフレームの終了（ＥＯＦ）が否かをチ
ェックし（ステップＳ２４）、ＥＯＦでない場合にはステップＳ１３に戻り、他方、ＥＯ
Ｆの場合にはこのＡ－Ｖ－Ｄ同期再生処理を終了する。なお、ＣＯＮＴパックがないオー
ディオディスクの場合には、図１５に示す同期は必要としない。
【００５１】
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次に、図１６を参照して文字表示回路２０、２１を詳細に説明する。Ｄパック内の表示時
間データは表示時間デコーダ５１により表示開始時間データと表示終了時間データに分離
され、この各データはスタートコンパレータ５２とエンドコンパレータ５３に印加される
。また、Ｄパック内の文字データは文字データデコーダ５４により表示用のドットマトリ
クス文字データに変換され、このデータはバッファ５５に格納される。
【００５２】
そして、スタートコンパレータ５２は表示開始時間データと再生中のＡパックアドレスを
比較し、一致した時にバッファ５５に対してドットマトリクスの読み出し開始制御信号を
送ると共にディスプレイ５６（２１’）に対して表示オンの制御信号を送る。また、エン
ドコンパレータ５３は表示終了時間データと再生中のＡパックアドレスを比較し、一致し
た時に表示時間デコーダ５１に対して次の文字時間データを出力するためのタイミング信
号を送ると共にディスプレイ５６（２１’）に対して表示オフの制御信号を送る。
【００５３】
図１７は第１の実施形態の変形例として、図１２のＤＶＤ再生装置におけるビデオ処理部
２７Ｖが省略されてＶパックを再生しないオーディオ専用再生装置を示している。この場
合、再生信号処理分離手段９、１０、１１、１４は、オーディオ信号出力手段１２、１３
が出力中のＡパックの表示を制御するＤパックより前のＤパック内のＳＥＣ情報を先読み
してＳＥＣ記憶部１４Ｂに格納する。なお、この変形例では、ＳＥＣ情報内の文字情報を
表示手段２１として平面マトリクスディスプレイ２１’に表示するように構成されている
。
【００５４】
図１８は第１の実施形態の他の変形例として、ディスク１の最内周部のリードインエリア
（図示ＴＯＣ領域１ａ）に追加して記録し、再生開始時にはＴＯＣ検出手段２４がこのＴ
ＯＣ領域１ａを独立してアクセスしてＴＯＣ情報記憶部１４Ａを構成するメモリに記憶す
るオーディオ専用再生装置を示している。また、この構成では、図８に示すＳＥＣパケッ
ト内にプロのミキサが推奨する音質で再生するためのオーディオ再生制御情報が記録され
ている場合、音質制御情報出力手段３１と音質／レベル制御処理手段３２を設けてこの制
御情報に基づいて音質を制御するように構成されている。
【００５５】
なお、図１１に示すようにＤパックがＡＣＤとＳＥＣに分離されている場合には、その識
別手段を再生信号処理分離手段９’に設けてその識別結果により、図２５に示すように文
字情報出力手段２０と音質／レベル制御情報出力３１に分別して供給する。この場合、図
２６に示すような構成により、制御開始時間データと制御終了時間を用いてサウンドエフ
ェクト制御を行うことができる。
【００５６】
次に第２の実施形態について説明する。この第２の実施形態では第１の実施形態と同様に
Ｄパックを設けて、ＤパックのＡＣＤパケットには図９（Ｂ）に示すように文字情報は配
置されるが表示時間データは配置されない。そして、この表示時間データ（８×２バイト
）は図７に示すＣＯＮＴパック内のデータサーチ情報（ＤＳＩ）の保留エリア（４７１バ
イト）に配置される。
【００５７】
次に第３の実施形態について説明する。この第３の実施形態では第１の実施形態と同様に
Ｄパックを設けて、ＤパックのＡＣＤパケットには図９（Ｂ）に示すように文字情報は配
置されるが表示時間データは配置されない。そして、この表示時間データ（８×２バイト
）と最大５２バイトの表示時間データ以外の統括表示制御データが図７に示すＣＯＮＴパ
ック内のデータサーチ情報（ＤＳＩ）の保留エリア（４７１バイト）に配置される。
【００５８】
統括表示制御データとしては、一例として図１６に示すディスプレイ５６より画素数が大
きな表示装置に表示するために、２×８個の文字情報を合成して表示するための表示制御
データとして８バイトの表示開始アドレス（ＡＣＤの表示開始アドレスに応じたアドレス
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）と、同じく８バイトの分割数データが配置される。
【００５９】
図１９はこの第３の実施形態のフォーマットの文字を表示するための文字表示回路を示し
、表示時間デコーダ５１、スタートコンパレータ５２、エンドコンパレータ５３、文字デ
コーダ５４、バッファ５５及びディスプレイ５６は図１６と同一の構成である。ここで、
バッファ５５及びディスプレイ５６は図１０に示すように、１行当たり全角１５文字（半
角３１文字）×２．５行の文字を表示可能に構成され、これを１セットとする。そして、
ビデオディスプレイプロセッサ５９内のＶ－ＲＡＭ５９ａは図２０に示すように２×８セ
ット分の文字情報を記憶可能な容量を有する。
【００６０】
図１９に示す文字表示装置は、１セットの文字情報をディスプレイ５６に表示する通常モ
ードと、２×８セットの文字情報を外部出力端子１５”を介して外部の不図示の表示装置
に表示させる特殊モードを有し、通常モードの動作は図１６と略同一である。すなわち、
通常モード時にはＣＯＮＴパック内の表示時間データが表示時間デコーダ５１により表示
開始時間データと表示終了時間データに分離され、この各データはスタートコンパレータ
５２とエンドコンパレータ５３に印加される。また、Ｄパック内の文字データは文字デー
タデコーダ５４により表示用のドットマトリクス文字データに変換され、このデータがバ
ッファ５５に格納される。
【００６１】
そして、スタートコンパレータ５２は表示開始時間データと再生中のＡパックアドレスを
比較し、一致した時にバッファ５５に対してドットマトリクスの読み出し開始制御信号を
送ると共にディスプレイ５６（２１’）に対して表示オンの制御信号を送る。また、エン
ドコンパレータ５３は表示終了時間データと再生中のＡパックアドレスを比較し、一致し
た時に表示時間デコーダ５１に対して次の表示時間データを出力するためのタイミング信
号を送ると共にディスプレイ５６（２１’）に対して表示オフの制御信号を送る。
【００６２】
他方、特殊モード時にはＤパック内の表示時間データが表示時間デコーダ５１により表示
開始時間データと表示終了時間データに分離され、この各データはスタートコンパレータ
５２とエンドコンパレータ５３に印加されるとともに、ＣＰＵ６０にも印加される。また
、Ｄパック内の文字データは文字データデコーダ５４により表示用のドットマトリクス文
字データに変換され、このデータがバッファ５５に格納される。さらに、ＣＯＮＴパック
内の表示開始アドレス（ＡＣＤの表示開始アドレスに応じたアドレス）と分割数データは
統括表示制御データデコーダ５８によりデコードされてＣＰＵ６０に印加される。
【００６３】
そして、スタートコンパレータ５２は表示開始時間データと再生中のＡパックアドレスを
比較し、一致した時にバッファ５５に対してドットマトリクスの読み出し開始制御信号を
送り、また、エンドコンパレータ５３は表示終了時間データと再生中のＡパックアドレス
を比較し、一致した時に表示時間デコーダ５１に対して次のセットの表示時間データを出
力するためのタイミング信号を送る。
【００６４】
そして、ＣＰＵ６０は統括表示制御データデコーダ５８によりデコードされた各セットの
表示開始アドレスと分割数データに基づいて、表示時間デコーダ５１によりデコードされ
た各セットの表示開始時間データをチェックし、一致した時にディスプレイプロセッサ５
９内のＶ－ＲＡＭ５９ａに対して１セット分の書き込みアドレスを指定する。
【００６５】
これにより、バッファ５５から読み出された１セット分のドットマトリクスデータは、ビ
デオディスプレイプロセッサ５９内のＶ－ＲＡＭ５９ａに対して、ＣＰＵ６０により表示
開始アドレスと分割数データに基づいて指定されたアドレスに書き込まれ、以下同様にし
て１６セット分のドットマトリクスデータがＶ－ＲＡＭ５９ａに書き込まれる。ビデオデ
ィスプレイプロセッサ５９はこの１６セット分のドットマトリクスデータを１画面のビデ
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オ信号に展開し、このビデオ信号が外部出力端子１５”を介して外部の不図示の表示装置
に出力される。
【００６６】
【発明の効果】
以上詳述したように本発明によれば、

再生、表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に適用されるオーディオ信号のエンコード装置の一実施形態を示すブロッ
ク図である。
【図２】図１の信号処理回路を詳細に示すブロック図である。
【図３】本発明に適用されるディスクのフォーマットを示す説明図である。
【図４】図３のオーディオパックとビデオパックのフォーマットを詳しく示す説明図であ
る。
【図５】図３のコントロール（ＣＯＮＴ）パックのフォーマットを詳しく示す説明図であ
る。
【図６】図５のＰＣＩデータを詳しく示す説明図である。
【図７】図５のデータサーチ情報（ＤＳＩ）を詳しく示す説明図である。
【図８】図３のリアルタイム情報データ（Ｄ）パックのフォーマットを詳しく示す説明図
である。
【図９】図８のオーディオキャラクタディスプレイ（ＡＣＤ）エリアのフォーマットを詳
しく示す説明図である。
【図１０】図９のネームスペース情報により表示される例を示す説明図である。
【図１１】図３のリアルタイム情報データ（Ｄ）パックの他のフォーマットを詳しく示す
説明図である。
【図１２】本発明に適用されるディスク再生装置の一実施形態としてＤＶＤ再生装置を示
すブロック図である。
【図１３】図１２のＤＶＤ再生装置を機能的に示すブロック図である。
【図１４】Ａ－Ｖ－Ｄ同期再生処理を説明するためのフローチャートである。
【図１５】Ａ－Ｖ－Ｄ同期再生処理を説明するためのフローチャートである。
【図１６】図１２及び図１３の文字表示回路を詳細に示すブロック図である。
【図１７】図１３のＤＶＤ再生装置の変形例を示すブロック図である。
【図１８】図１３のＤＶＤ再生装置の他の変形例を示すブロック図である。
【図１９】第３の実施形態の文字表示回路を詳細に示すブロック図である。
【図２０】図１９のＶ－ＲＡＭの記録エリアを示す説明図である。
【図２１】本発明に るＤＶＤ－Ａｖｄディスクのデータ構造を示す説明図である
。
【図２２】本発明に るＤＶＤオーディオディスクのデータ構造を示す説明図であ
る。
【図２３】従来のＤＶＤビデオディスクの構造を示す説明図である。
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第１のオーディオパック内のオーディオデータに関
する文字情報とその表示時間を制御する表示時間制御データ、及び文字情報の文字コード
を指定するために設けられる文字セットコードデータを含む文字表示パックと、第１のオ
ーディオパックの再生を制御する情報を含むＡＭＧＩ管理エリアとを配置したデータ構造
を有し第１のオーディオパックと文字表示パックとを含む曲からなる第１のファイル構造
と、ビデオデータを含むビデオパックと、ビデオデータのオーディオデータを含む第２の
オーディオパックと、ビデオパックと第２のオーディオパックの再生を制御する情報を含
むＶＭＧＩ管理エリアとを配置したデータ構造を有しビデオパックと第２のオーディオパ
ックとを含むタイトルからなる第２のファイル構造とを記録する共に、ＭＧＩ管理エリア
には前記第１のオーディオパックの再生を制御する第１の情報に加え前記ビデオパックと
前記第２のオーディオパックの再生を制御する第２の情報を記録することにより、ディス
クに対して音楽ソースなどのオーディオデータを主として記録する場合に、それらの内容
を示す文字情報を効率的に記録して

適用され

適用され



【図２４】図２２～図２４に示すディスクの再生方法を示す説明図である。
【図２５】文字情報記録ディスクとサウンド制御記録ディスクの判別処理を示すフローチ
ャートである。
【図２６】サウンド制御回路を詳細に示すブロック図である。
【符号の説明】
１　ディスク
２　再生手段
３４　ＤＶＤフォーマット化部（フォーマット化手段）
５１　表示時間デコーダ（第２のデコード手段）
５２　スタートコンパレータ
５３　エンドコンパレータ
５４　文字データデコーダ（第１のデコード手段）
５５　バッファ
５６　ディスプレイ（スタートコンパレータ５２、エンドコンパレータ５３、バッファ５
５と共に文字情報表示手段を構成する）
５８　統括表示制御データデコーダ（第２のデコード手段）
５９　ビデオディスプレイプロセッサ（ＣＰＵ６０と共に文字情報表示手段を構成する）
６０　ＣＰＵ

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(14) JP 3620739 B2 2005.2.16



【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(15) JP 3620739 B2 2005.2.16



【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

(16) JP 3620739 B2 2005.2.16



【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

(17) JP 3620739 B2 2005.2.16



【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

(18) JP 3620739 B2 2005.2.16
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